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こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
通
称
・
省
エ

ネ
法
）」
の
改
正
が
国
会
で
審
議
さ
れ
、
平
成

20
年
５
月
30
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
改
正

さ
れ
た
省
エ
ネ
法
で
は
、
省
エ
ネ
計
画
書
の

届
出
対
象
が
拡
大
・
強
化
さ
れ
る
ほ
か
、
一

定
の
戸
数
以
上
の
戸
建
建
売
住
宅
を
供
給
す

る
事
業
主
に
対
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

の
目
標
水
準
を
定
め
る
な
ど
の
取
組
み
が
盛

り
込
ま
れ
、
一
部
は
平
成
21
年
４
月
よ
り
施

行
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で

は
、
省
エ
ネ
法
に

よ
る
規
制
強
化
の

流
れ
と
合
わ
せ

て
、
更
な
る
省
エ

ネ
技
術
の
進
展
や

波
及
を
目
指
し
、

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

に
優
れ
た
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
民
間
な
ど

よ
り
公
募
し
て
、

モ
デ
ル
性
の
高
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

選
定
し
支
援
す
る

「
住
宅
・
建
築
物

モ
デ
ル
事
業
の
背
景
と
趣
旨

住
宅
・
建
築
物
（
家
庭
部
門
・
業
務
そ
の

他
部
門
）
か
ら
排
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起

源
の
Ｃ
Ｏ
２
は
、
我
が
国
全
体
の
排
出
量
の
実

に
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住

宅
・
建
築
物
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
２
０
０
６
年
段
階
で
１
９
９
０

年
比
35
・
７
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
京

都
議
定
書
の
目
標
達
成
に
向
け
て
建
築
分
野

に
お
け
る
更
な
る
取
組
み
強
化
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

住宅・建築物の
省エネ・省CO2の推進

～住宅・建築物省CO2推進モデル事業～
独立行政法人　建築研究所

新　築　 既　存　の　改　修　 マネジメントシステム整備  など　

事　業　の　成　果　な　ど　を　広　く　公　表　→　取　組　み　の　広　が　り　や　意　識　啓　発　に　寄　与　

〈プ　ロ　ジ　ェ　ク　ト　の　イ　メ　ー　ジ〉　 〈想　定　さ　れ　る　提　案　例〉　

国が民間などより広く提案を公募（学識経験者による評価の実施）　

モデルプロジェクトの実施　

○新エネルギーの有効利用　
・太陽光、風力、地熱などの有効利用　
○パッシブシステムの導入　
・光ダクトシステムの導入（自然光を室内に導入）　
・新しい建築外皮の導入（日射熱取得量を制御）　

など　
○高効率な熱源システムの導入　
・複数建築物間の熱融通　
・燃料電池システムの導入、高効率ヒートポン
プの導入　など　
○エネルギーの使用を効率化するシステム
の導入　
・消費エネルギー量等の“見える化”　など　

省
Ｃ
Ｏ
２
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
を
平
成
20
年
度

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、「
新
築
」

「
既
存
の
改
修
」「
省
Ｃ
Ｏ
２
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
整
備
」「
省
Ｃ
Ｏ
２
に
関
す
る
技

術
の
検
証
（
社
会
実
験
、
展
示
な
ど
）」
の
４

つ
と
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。

提
案
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
建
築
研
究

所
に
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
「
住
宅
・
建
築

物
省
Ｃ
Ｏ
２

推
進
モ
デ
ル
事
業
評
価
委
員
会

（
委
員
長：

村
上
周
三
建
築
研
究
所
理
事
長
）」

を
設
置
し
、
書
面
審
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査

な
ど
の
精
力
的
か
つ
綿
密
な
検
討
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
評
価
を
も

と
に
国
土
交
通
省
で
採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

決
定
し
ま
す
。
事
業
の
流
れ
は
図
１
に
示
す

と
お
り
で
す
。

採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
析

平
成
20
年
度
で
は
、
２
回
の
公
募
で
合
計

１
５
５
件
の
応
募
が
あ
り
、
新
築
の
非
住
宅

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
し
て
21
件
を

採
択
し
ま
し
た
。

建
築
研
究
所
で
は
、
今
後
の
更
な
る
省
Ｃ

Ｏ
２
へ
の
取
組
み
の
拡
大
、
普
及
啓
発
を
図
る

た
め
、
本
モ
デ
ル
事
業
で
採
択
さ
れ
た
プ
ロ

図1 省CO2推進モデル事業の概要と流れ

●平成20年度予算（21年度予算）：50億円（70億円）〔国費〕
●補 助 対 象：整備費など（先導的な省CO2技術に係る部分に限る）
●補　助　率：1／2
●補助対象者：建築主（個人、民間事業者など）など
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も
う
１
つ
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
立
さ
れ
た
技

術
で
す
が
、
新
た
な
工
夫
・
取
組
み
に
よ
っ

て
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
へ
の
広
が
り
が

期
待
で
き
る
「
普
及
性
・
波
及
性
」
と
い
う

観
点
か
ら
の
モ
デ
ル
性
で
す
。
図
で
は
こ
れ

を
横
軸
と
し
、
縦
軸
に
は
建
築
躯
体
や
設
備

な
ど
の
「
ハ
ー
ド
」
に
関
す
る
も
の
と
、
建

築
の
使
わ
れ
方
に
お
け
る
工
夫
・
取
組
み
や

仕
組
み
な
ど
の
「
ソ
フ
ト
」
に
関
す
る
も
の

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

先
進
性
・
新
規
性
の
高
い
ハ
ー
ド
技
術
と

し
て
は
『
パ
ッ
シ
ブ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
技
術
の

高
度
な
組
み
合
わ
せ
』
が
注
目
さ
れ
、
中
に

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
サ
イ
ド
に
も
踏
み
込
ん

だ
、
更
に
幅
広
い
取
組
み
を
行
う
も
の
も
あ

り
ま
す
。
一
方
、
ソ
フ
ト
な
技
術
・
取
組
み

と
し
て
は
『
最
適
な
運
用
・
管
理
を
支
え
る

技
術
・
仕
組
み
』
と
『
ユ
ー
ザ
ー
参
加
・
意

識
向
上
を
促
す
仕
組
み
』
が
あ
り
ま
す
。
特

に
後
者
は
、
来
訪
者
に
向
け
た
情
報
発
信
な

ど
本
事
業
で
採
択
さ
れ
た
建
築
を
拠
点
と
し

て
省
Ｃ
Ｏ
２
の
取
組
み
の
普
及
・
啓
発
を
図
る

も
の
で
、
新
た
な

取
組
み
と
し
て
注

目
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
中
に
は
自

治
体
と
の
連
携
を

図
る
も
の
も
あ

り
、
来
訪
者
の
多

い
商
業
施
設
な
ど

で
の
新
た
な
取
組

み
と
し
て
期
待
で

き
ま
す
。

ま
た
、『
簡
易
型

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
』の
提
案

は
既
存
建
築
に
対

し
て
有
効
な
手
法

と
し
て
普
及
性
・

ジ
ェ
ク
ト
に
導
入
さ
れ
て
い
る
省
Ｃ
Ｏ
２
技
術

や
取
組
み
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

図
２
は
、
採
択
さ
れ
た
非
住
宅
建
築
物
・

集
合
住
宅
の
提
案
に
含
ま
れ
て
い
る
技
術
や

取
組
み
を
２
つ
の
軸
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

本
事
業
で
は
モ
デ
ル
性
の
高
い
省
Ｃ
Ｏ
２
型
建

築
を
公
募
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
モ
デ
ル
性

は
大
き
く
２
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
１
つ
は

最
高
レ
ベ
ル
の
技
術
や
こ
れ
ま
で
に
な
い
斬

新
な
取
組
み
を
取
り
入
れ
た
「
先
進
性
・
新

規
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
モ
デ
ル
性
で
す
。

波
及
性
が
高
い
取
組
み
と
い
え
ま
す
。

図
３
は
、
戸
建
住
宅
の
提
案
に
つ
い
て
同

様
の
整
理
を
行
っ
た
も
の
で
、
ハ
ー
ド
技
術
と

し
て
は
、『
技
術
同
士
の
連
携
・
統
合
』
を
図

る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
の

取
組
み
と
し
て
は
、『
ユ
ー
ザ
ー
参
加
・
意
識

向
上
を
促
す
仕
組
み
』
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

Ｃ
Ｏ
２
の
「
見
え
る
化
」
が
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
提
案
さ
れ
て
お
り
、居
住
者
の
省
Ｃ
Ｏ
２

意
識
に
訴
え
る
手
法
と
し
て
有
効
と
い
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
省
エ
ネ
競
争
を
行
う
仕
組
み
な

ど
も
提
案
さ
れ
、「
見
え
る
化
」
を
活
用
し
た

一
歩
進
ん
だ
提
案
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
省
Ｃ
Ｏ
２
へ
の
取

組
み
を
更
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度

も
継
続
し
て
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

次
回
の
募
集
か
ら
は
、
建
売
戸
建
住
宅
や
中

小
の
工
務
店
に
着
目
し
た
部
門
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
省
Ｃ
Ｏ
２
を
推
進
す
る
改
修
事
業
や

大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
な
く
、
一

つ
ひ
と
つ
は
小
規
模
で
あ
っ
て
も
波
及
効
果

が
高
い
も
の
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
く
方

針
で
す
。
さ
ら
に
、
単
体
の
建
築
物
か
ら
街

区
な
ど
よ
り
広
い
範
囲
を
視
野
に
入
れ
た
提

案
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
も
の
も
支
援
し
て

い
く
考
え
で
す
。

特集■地球環境時代に対応したくらしづくり
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ブ　ー　ュ　チ　ル　ー　ク　

示　例　は　策　対　・　術　技　各　※　

図2 建築物（非住宅）プロジェクトに導入されている技術の分類

図3 戸建住宅プロジェクトに導入されている技術の分類


